
告

示

平成™œ年�月˜Ÿ日 火曜日 第�—� 号官 報
〇
金
融
庁
告
示
第
三
十
七
号

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
金
融
庁
告
示
第
九
十
号
（
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
指
定
す
る
件
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
十
八
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

第
一
条
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
一

Ｃ
Ｌ
Ｓ
Ａ
証
券
株
式
会
社

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
六
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
十
八
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

^

政
党

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

太
陽
の
党

代
表
者
の
氏
名

浜
Ä

博

島

武
志

二
五
、

五
、
一
七

会
計
責
任
者
の

氏
名

上
村

昭
徳

米
長

知
得

み
ん
な
の
党

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
二
e

六
e

一

東
京
都
千
代
田
区
隼
町

二
e

一
二

二
五
、

四
、

五

_

政
治
資
金
団
体

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

真
政
協
会

会
計
責
任
者
の

氏
名

上
村

昭
徳

米
長

知
得

二
五
、

五
、
一
七

`

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

国
民
新
党
友
の
会

政
治
団
体
の
区

分

そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
資
金
団
体

二
五
、

三
、
二
六

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
二
e

七
e

五

東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
二
e

一
四
e

七

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
七
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
十
八
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

政
党

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者

の
氏
名

解
散
年
月
日

国
民
新
党

自
見
庄
三
郎

二
五
、

三
、
二
二

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
七
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
の
二
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
政
治
資
金
団

体
に
な
る
べ
き
団
体
と
し
て
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、同
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
十
八
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

政

党

の

名

称

政
治
資
金
団
体
の
名
称

政
治
資
金
団

体
の
代
表
者

氏
名

取
消
し
の
届
出
の

あ
っ
た
年
月
日

国
民
新
党

国
民
新
党
友
の
会

齋
藤

豊

二
五
、

三
、
二
六

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
二
十
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
三
日
法
務
省

告
示
第
三
百
六
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。平

成
二
十
五
年
六
月
十
八
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

第
一
号
の
表
中
「
岐
阜
県
多
治
見
市
高
根
町
四
丁
目
二

十
一
番
地
」
を
「
岐
阜
県
多
治
見
市
大
薮
町
千
九
百
八
十

九
番
地
の
五
」
に
改
め
る
。

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
十
三
日
」
を
「
平
成

二
十
五
年
七
月
十
三
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
十
三
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
七
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
に
つ

い
て
、
み
ん
な
の
党
千
葉
県
第
５
区
旧
支
部
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省

告
示
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
十
八
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

備
考
中
「
従
来
」
の
下
に
「
、
み
ん
な
の
党
千
葉
県
第
５
区
支
部
は
千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
」
を
加
え
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
十
号

平
成
二
十
五
年
六
月
五
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
太
陽
観

測
衛
星
（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ
e

Ｂ
）
計
画
に
係
る
協
力
に
関
す

る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
取
極

の
有
効
期
間
の
延
長
に
関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
六
月
十
八
日外

務
大
臣

岸
田

文
雄

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
二
千
五

年
六
月
十
日
付
け
の
交
換
公
文
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
独
立

行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

航
空
宇
宙
局
と
の
間
の
太
陽
観
測
衛
星
（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ
e

Ｂ
）
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。）に
係
る
協
力
に
関

す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
取

極
（
以
下
「
取
極
」
と
い
う
。）に
言
及
す
る
光
栄
を
有
し

ま
す
。

本
使
は
、
更
に
、
宇
宙
空
間
の
平
和
的
な
探
査
及
び
利

用
の
分
野
に
お
い
て
両
政
府
の
間
に
引
き
続
い
て
存
在
す

る
相
互
に
有
益
な
関
係
を
考
慮
し
、
千
九
百
八
十
八
年
六

月
二
十
日
に
ト
ロ
ン
ト
で
署
名
さ
れ
、並
び
に
延
長
さ
れ
、

及
び
改
正
さ
れ
た
科
学
技
術
に
お
け
る
研
究
開
発
の
た
め

の
協
力
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府

と
の
間
の
協
定
に
留
意
し
、
ま
た
、
千
九
百
九
十
五
年
四

月
二
十
四
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
署
名
さ
れ
た
平
和
的
目
的

の
た
め
の
宇
宙
の
探
査
及
び
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め

の
損
害
賠
償
責
任
に
係
る
相
互
放
棄
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
及
び
代
位
請

求
に
関
す
る
両
政
府
間
の
同
日
付
け
の
交
換
公
文
が
計
画

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
、
取
極
を
二
千
十
三

年
六
月
十
日
か
ら
五
年
間
延
長
す
る
こ
と
を
日
本
国
政
府

に
代
わ
っ
て
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
更
に
、
前
記
の
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政

府
に
と
っ
て
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
書

簡
及
び
閣
下
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ

の
合
意
が
閣
下
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
が
生
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね

て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
三
年
六
月
五
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使
に
代
わ
る

水
越
英
明

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
務
長
官

ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
・
ケ
リ
ー
閣
下

（
米
国
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
長
官
は
、
本
日

付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
長
官
は
、
更
に
、
前
記
の
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

政
府
に
と
っ
て
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
閣
下

の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、

そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
長
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重

ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
三
年
六
月
五
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
務
長
官
に
代
わ
る

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
マ
ー
ゴ
リ
ス

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

佐
々
江
賢
一
郎
閣
下
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